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情報化社会における学校図書館の活性化に関する研究
―教育行政・学校経営の視点を中心として―
斉 藤 浩 一＊ 石 崎 忠 純＊＊ 鈴 木 伸 一＊＊＊ 生 野 金 三＊＊＊＊
本研究では、情報化社会が進行する社会における学校図書館がいかに活性化されるかを前提にし、学
校長の経営方針やビジョン実現のためのリーダーシップを発揮するモデル提示を目的とする。そのため
に、第一に学校図書館およびに子どもの読書活動の推進に関する法律の分析を通じ、実態のあり方を考
察する。第二に、第一の範囲でそれらを活発に推進している学校の事例とそうと言えない事例を調査し、
分析する。以上を通じて、それによって、子ども達の生きる力をはぐくむための学校図書室のあり方を
提言するものである。
キーワード：学校図書室，情報メディア，司書教育
Research on Activation of School Library in Society which Overflowed with Information
－Centering the Aspect of Educational Administration and the School Management－
Koichi SAITO, Tadasumi ISHIZAKI, Shinichi SUZUKI and Kinzo SHONO
In this research, the school library in the society where the society which overflowed with
information progresses is made assumption how to be activated. I aims at the model presentation by
which the management policy of the head of the school and the lead for the vision achievement are
demonstrated. The ideal way of the real it is considered through the analysis of the law concerning
promotion of the reading activity of the school library and the child for that. To the first
Secondarily, the case with the school which actively promotes them within the first range and the
case which cannot be called so are investigated, and analyzed. As a result, it is the one to propose the
ideal way of the school library to bring up power where children live above.
Keyword：school library, information media, librarianeducation
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１．はじめに
学校の図書館が本の所蔵倉庫の機能のみを有してい
ないことは、今日の情報化社会を鑑みれば言うまでも
ない。
実際学校は、子どもが学習する場であり、課題を解
決していく経験を通じて、「生きる力」を身につける
機能を第一義とする状況にあることが、現学習指導要
領にも謳われている。その意味で学校図書館も大きく
変わり、子ども達が課題を持ち、解決のために調べ学
習をするといった能動的意味合いが重要視されつつあ
る。この状況を踏まえて、近年の学校における図書館
は、情報のキィステーションの役割を担うことが課せ
られていると言えよう。
事実平成９年６月に学校図書館法が改められ、司書
教諭を必ず置くことが定められ、図書と情報に関した
教諭の養成が行われている（1）。さらに斉藤らによって、
学校教育においては、「ゆとり」の中で自ら学び自ら
考える力としての「生きる力」の育成を基本とし、平
成14年度から新学習指導要領が実施され、学校図書館
は重要な役割を担う必要性があると提言されている（2）。
では次に、誰がどのような責任のもとに、情報化社
会における学校教育の発展を図りうる手だてを行うの
かが問題となる。まずその環境を整える役割を担うの
が、市町村や県等の地方自治体の教育委員会であり、
実際の予算、人事等の窓口および決済を行う機能を持
っている。
さらに、地方自治体の教育委員会の下で学校は、校
長に決済と責任を集中させ、その裁量を持って個性あ
る学校づくりを行うことが、文部科学省のもと一般に
言われている。ここでそのような営みを学校経営と捉
える。
本稿ではその定義を、わが国の教育経営学の先駆者
であり、体系化を担った吉本二郎に求める。吉本は学
校経営を「一つの学校組織体（協力体系）の維持と発
展をはかり、学校教育本来の目的を効果的に達成させ
る統括作用である」と定義している（3）。そこで吉本は、
「一般的用法としては経営と言う語は、管理と言う語
とおよそ同義語である。教育特有の用法では政治の語
が意味するものを多く含んでおり、内容的には主宰す
る、計画化する、監督、指揮、組織、統制、指導、取
締りなどの言葉に密接に関係している」としている（4）。
この定義および論及は、1965年のものであり、わが国
において斬新であったと想像される。
この後日本は、さまざまな技術開発と品質管理によ
り、家電や自動車、精密機械メーカー等によって日本
ブランドが確立され、飛躍的な経済成長を遂げた。し
かしながら、教育は取り残され、現在経済の低迷化と
相まって大きな問題を抱えている。その第一として、
依然、よいブランド性のある大学に進学し、大企業や
公務員等の倒産やリストラのない職を獲得し、安定し
た人生を保証できるかのような観念が、保護者ばかり
でなく、教育者にも浸透し、詰め込み型の教育が復活
しようとしている。
実際、実質的な授業時間と教育内容を削減した学校
への不安と反発を引き起こし、文部科学省は、平成17
年度の新しい教科書に「発展的内容」を盛り込むこと
を認めた。依然として学校は知識の詰め込み、カリキ
ュラムの消化を強いられている観がある。その背後に
は、一部学識者の大学生の学力低下や保護者や教育関
係者の偏差値至上主義に裏打ちされた知識偏重の学力
観が存在することは想像に難くない。
対して学校教育では、「生きる力」を身につける意
図のもと、①自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、
主体的に判断し、よりよく問題を解決する資質や能力
を育てること、②学び方やものの考え方を身に付け、
問題の解決や探求活動に主体的、創造的に取り組む態
度を育て、自己の生き方を考えることができるように
する等が挙げられている。例えば、国際理解、情報、
環境、福祉、健康などの横断的・総合的な課題、児
童・生徒の興味・関心に基づく課題、地域や学校の特
色に応じた課題などについて学習活動を展開するとあ
る（4）。
斉藤らは、以上の学校における「生きる力」を身に
つける教育的方策のための学校の情報メディアの充実
と対応する司書教育のあり方を提示している（5）。学校
は今、「生きる力」をはぐくむことをねらいとした学
習指導要領のもと、校長のリーダーシップが必要とさ
れ、的確な状況把握とビジョンづくりが叫ばれている（6）。
つまり、学校図書館も校長のリーダーシップのもと、
その活性化が計られるものであり、伴う子どもたちの
読書活動の推進も行われることになる。
本研究では、情報化社会が進行する社会における学
校図書館がいかに活性化されるかを前提に、地方自治
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体のあり方、学校長の経営方針やビジョン実現のため
のリーダーシップを発揮するモデル提示を目的とす
る。
そのために、第一に学校図書館およびに子どもの読
書活動の推進に関する法律の分析を通じ、実態のあり
方を考察する。第二に、第一の範囲でそれらを活発に
推進している行政と学校経営の事例を調査し、分析す
る。以上を通じて、子ども達の生きる力をはぐくむた
めの学校図書館のあり方について提言を行うものであ
る。
２．学校図書館法・子どもの読書活動推進に関す
る法律の分析
図書館活性化のための地方自治体のあり方および学
校長の経営を分析する前提にあるのが、学校図書館・
子どもの読書活動推進に関する法律である。ここでは
「学校図書館法」および「子どもの読書活動推進に関
する法律」について、「情報化社会」と「学校教育」
「子どもの成長」の視点から分析を試みたい。
平成13年３月30日、「学校図書館法」が昭和28年以
来、41年（法律98号）、平成９年（法律76号）、平成10
年（法律101号）、平成11年（法律160号）、平成13年
（法律９号）、平成15年（法律117号）と改正された。
概観すると以下のようになる。
まず、この法律の目的は、「学校図書館が、学校教
育において欠くことのできない基礎的な設備であるこ
とにかんがみ、その健全な発達を図り、もって学校教
育を充実する」とある。つまり、学校図書館は学校教
育および児童・生徒の健全な発達を図る上で欠くこと
のできない存在であり、その充実は目的として掲げら
れるのである。
つぎに、学校図書館の運営として、
1．図書館資料を収集し、児童又は生徒及び教員の
利用に供すること。
2．図書館資料の分類排列を適切にし、及びその目
録を整備すること。
3．読書会、研究会、鑑賞会、映写会、資料展示会
等を行うこと。
4．図書館資料の利用その他学校図書館の利用に関
し、児童又は生徒に対し指導を行うこと。
5．他の学校の学校図書館、図書館、博物館、公民
館等と緊密に連絡し、及び協力すること。
さらに、司書教諭については、
第５条　学校には、学校図書館の専門的職務を掌ら
せるため、司書教諭を置かなければならない。
前項の司書教諭は、教諭をもつて充てる。この場合
において、当該教諭は、司書教諭の講習を修了した者
でなければならない。
前項に規定する司書教諭の講習は、大学その他の教
育機関が文部科学大臣の委嘱を受けて行う。
《改正》平９法76、《改正》平11法160
前項に規定するものを除くほか、司書教諭の講習に
関し、履修すべき料目及び単位その他必要な事項は、
文部科学省令で定める。《改正》平11法160
以上の前提に立って、学校図書館は整備及び充実を
図られなければならない。
この法律は、昭和29年４月１日から施行された。さ
らに、司書教諭の設置の特例として、「学校には、平
成15年３月31日までの間（政令で定める規模以下の学
校にあっては、当分の間）、第５条第１項の規定にか
かわらず、司書教諭を置かないことができる」とある。
さらに平成16年現在、学年２クラス以上の規模を有す
る学校では、司書教諭が置かれねばならず、実際、ほ
とんど配置されていると言ってよかろう。《改正》平
９法076
つまり、司書教諭を養成する大学があり、希望する
ものが国で定められる10単位の科目を履修すれば司書
教諭の資格を取得できる。実際、学年で２クラス以上
の学校では、司書教諭の配置が必要であり、現職教諭
の資格取得や資格を持った新任教諭の採用によって実
現されている。
しかし、司書教諭に求められる仕事は、蔵書点検や
整理に始まり、新書の購入、データベースの登録、さ
らに子ども達への読書指導まで及ぶ。さらに教員とし
ての担任さらに授業を持ったとしたら、それだけで業
務負担が膨大になり、名ばかりの発令になってしまう。
実際、司書教諭だけの配置では、図書館の運営にまで
手が届かず、本稿の冒頭に挙げた「本の所蔵庫」とし
ての機能しか持たない図書館が出来上がってしまう。
この問題に対処すべく、ボランティアを保護者から
募り、図書室の運営を委託するという学校経営上の運
用が考えられる。調査すればそのような学校は、多々
見られよう。しかしこの場合、実質的な運営の中心に
教諭が付く必要があり、その業務は多忙にならざるを
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得ない。
どちらにせよ実際の運営は、行政とそれを受けた学
校長の下で行われるものであり、情報伝達のみでかな
りの時間が費やさざるを得ない。では、このような状
況下でも図書館を運営し、子ども達にサービスを提供
する必然性はどこにあるのか。
21世紀の日本は、インターネットの普及やテレビ等
の通信技術の発達により、グローバル化が進行する。
つまり、多民族、多言語、多文化が混在する社会がや
ってきている。そこでは、成績のよいものが高学歴に
つき、安定した収入と地位を手にするという観念さえ
揺らぎつつあり、マニュアルのない社会となる。
そこで豊かに生きるためには、個人同士がコンミュ
ニケーションを行い、相互理解と敬意を持ち、考えや
情動を分かち合うことが重要になる。そのために、個
としての自信、考えや意志、性格や欲求と言ったパー
ソナリティを充実させ、その人らしく生きることが必
要となる。それは、個人が情報や知識を獲得し、理解
し、さまざまな考えや文化としての意識を比較し、判
断する能力を身につけることによって可能となろう。
そのために、読書が最も有効な手段およびプロセスと
なることは、自明の理とも言える。
わが国では、「子どもの読書活動推進に関する法律」
が定められ、上のような教育的な理念を実現する必要
性が謳われている。つぎにその内容を分析し、実現の
方向性を考察してみたい。
目的は、「子どもの読書活動の推進に関し、基本理
念を定め、並びに国及び地元公共団体の責務等を明ら
かにするとともに、子どもの読書活動の推進に関する
必要な事項を定めることにより、子どもの読書活動の
推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もっ
て子どもの健やかな成長に資することを目的とする」
とある（第一条）。つまり、子どもの成長に読書活動
が不可欠であることを強調および確認するものと捉え
られよう。
さらに、基本理念として「子ども（おおむね十八歳
以下の者をいう。以下同じ。）の読書活動は、子ども
自身が言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造
力を豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身に
付けていく上で欠くことのできないものであることに
かんがみ、すべての子どもがあらゆる機会とあらゆる
場所において自主的に読書活動を行うことができるよ
う、積極的にそのための環境の整備が推進されなけれ
ばならない」とある（第二条）。
つまり、「生きる力」を身につける意味で、読書活
動は非常に重要な意味を有し、法律に則って推進せね
ばならないことが述べられている。
そして、国と地方公共団体は、この基本理念にのっ
とり、子どもの読書活動の推進を総合的に策定し、実
施する責務があるとする（第三、四条）。
ならば、司書教諭を配置しただけで、子どもの読書
活動の推進が実現されうることには疑問が生まれる。
さらに、司書教諭はさまざまな業務を遂行せねばなら
ない。実際の学校現場では、子ども達のために、３月
と４月の春季の休業期間に本が発注され、７～８月の
夏休みにやっと整理される。その間、購入した本が図
書室の隅に山積みされているという事態が起こりうる
可能性さえ多々ある。
つぎに、事例として、学校図書室を充実させている
地域および学校の事例を述べ、学校図書館の充実およ
び活性化のために、学校経営上、今後とるべき方向性
の考察を試みたい。
３．学校図書館活性化の事例（竜ヶ崎市Ａ中学校）
竜ヶ崎市では、平成15年度より、すべての小・中学
校19校について、義務づけられた図書教諭の存在の有
無に係わらず、図書館司書が配置されている。
その経緯は行政側の発案ではなく、市民団体「学校
図書館を考える会」（川田末子代表）の２度にわたる
「学校図書館に関する要望書」によるものである。
その要望書によれば、
・今、子どもたちをとりまく生活や教育環境が変化
し、教育が社会的に問題視されるなかで、小学校
における読書活動が全国的に広がりを見せ、一定
の成果をみせていることは周知のことである。
・竜ヶ崎市においても、子どもたちの心豊かな育ち
を願い、それぞれの小学校や地域で児童書や素話
を土台にしたおはなし会活動に参加している。そ
の上で子ども一人ひとりの発達を考えたとき、学
校図書館の充実が子どもの心の豊かな成長と主体
的に学ぶ力を養う可能性がある。
・平成15年度に発令される司書教諭は教科の専門家
であることが優先され、『本』の専門家である司
書が配置され、その連携のなかで図書館の機能が
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発揮されることが必要である。
・一日の大半を過ごす子どもたちにとって、一番身
近な本との出会いの場が学校図書館であり、魅力
的な本や資料があり、お話や本の紹介、またさま
ざまな質問に答えてもらえる専門の司書がいるこ
とで、子どもたちが夢を育み、生き方を見つめ学
ぶかけがえのない場になる。そのために学校に一
人の専任の司書が必要である。
以上の前提に立って、６つの項目について要望がな
されている。
１．年次計画をたて、竜ヶ崎市の小・中学校全校に
専任の司書を配置してください。
２．司書資格をもつ人を採用してください。
３．学校全体の図書館教育に向けた企画をする司書
教諭と連携・協同していくためには専門的にうら
づけされた知識とスキルを持った人材が必要であ
る。資格がない場合、読書サービスに留まり、子
どもたちや教職員に必要な資料を提供し、学校教
育を豊かにすることへの本来の機能が発揮できな
い。
４．教育現場の核となりうる大切な学校図書館の運
営を再雇用の先生や無資格者であてることのない
ようにしてください。
５．学校司書に望ましい人材として下記の要件を重
視してください。
６．子どもが好きな人、明るく前向きな人、子ども
に好かれる人。
学校図書館の役割（資料・情報センター・読書
センター）を理解している人。
子どもの本を知っていて、読み聞かせができる
人（特に小学校の学校司書）。
先生と連携でき、また図書委員会（子どもたち）
にかかわれる人。
以上の６項目について、要望書が提出された。しか
し、その年には却下され、次年度に以下の５項目が付
け加えられ、再度、要望書が提出された。
１．司書の配置は、掛け持ちや巡回をさけて、一校
に一人を配置してください。司書は全校の子ども
一人ひとりへの支援の役割を持っています。掛け
持ちや巡回をすることで、対応する子どもたちや
教職員は２倍となり、サービスの低下につながり
ます。毎日、継続して働けることで行き届いた丁
寧な対応や授業のサポート、さらに学校の蔵書構
成の検討などについても生かしていけると考えま
す。
2．職員の募集は公募にしてください。
3．司書の配置後は、研修（情報交換会を含む）を
保障してください。また、そのための予算も計上
してください。
４．図書館や学校間の相互貸借や情報産業界のデー
タベース更新に伴う情報交換などが定期的に必要
とされます。その素養を育てるためにも、司書の
研修・研究が必要とされます。
５．学校図書館のシステムや整備、司書研修につい
ては中央図書館との一体化を図りながら進めてく
ださい。
中央図書館をはじめ各種図書館組織と学校間の
連携・協力により、多くの本や資料を子ども達に
提供することが出てきます。また、中央図書館の
専門の職員による経験と技術を司書研修に生か
し、学校図書館の活動を支えるためにも中央図書
館との連携が望まれます。
竜ヶ崎市では以上、11の項目のうち、ほぼすべてが
平成15年度より達成されている。現在、19校の小・中
学校において、専任司書が非常勤（週５日、１日５時
間、時給900円）にて勤務し、図書館の充実と子ども
たちの読書活動を盛んにし、活性化が図られつつある。
もちろん、その活用については各学校において格差
がある。たとえば、各学校に割り当てられる図書購入
費は100万円近くになるが、司書に任せる学校とそう
でない学校がある。また、読書活動の推進についても、
毎日10分間の読書が時間割に入れられている場合とそ
うでない学校がある。さらに小学校の中には、保護者
のボランティアによって、学校司書との連携の下で、
適当な図書を児童に聞かせ、豊かな心情を培うことを
目的として、「読み聞かせの時間」が設けられ、半数
近くの学校で行われている。
次に、実際の学校の事例の分析を試みる。
A中学校の事例
一学年３～４クラスであり、司書教諭と司書の両方
が在任している。
学校経営の上で、総合的な学習の時間で調べ学習を
重視されており、司書教諭は担任を持っていない。学
校長は、「生きる力」を身につけるために、学び方や
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調べ方を重視している（平成16年度『学校だより』よ
り）。
時間割りに授業前の10分間、「読書の時間」があり、
生徒は所有しているか、また、図書館で借りた本を読
む。その間、教員が付き添い、静かに遂行されるよう
に決められている。
実際、図書貸し出し数は、図書館司書が配置される
前の平成14年度は352冊に対し、平成15年度は4039冊
と十数倍に増加した。ほぼ連日、昼休みや放課後には、
子どもたちが図書館に詰めかけている実態がある。
司書によって『図書館ガイドブック』が作成され、
新入生に配布される。内容は
・利用について　開館時間、貸出、返却、予約。
・図書館配置図　どのような書籍がどう配置される
かが記されている。調べ学習のために、テーブ
ル・イスの近くに「環境」「地域」「辞典・図鑑」
等の資料集が配置される。
・人気ランキング表　昨年１年間の貸出ランキング
が載っている。１位は「ダレン・シャン」、２位
は「ハリー・ポッター」等となる。
・つぎの数ページは、何冊かの興味を引く本の紹介
が載っている。たとえば、１位「ダレン・シャン」
内容「僕は、どこにでもいる子どもだった。小さ
いころからクモが大好きな子どもだった。大事な
親友もいた。あの１枚のポスターで僕の運命、そ
して全てが変わってしまった。あなたは、友達の
ために死ねますか？その友達があなたのせいで死
にかけているとしたら・・・。その友達があなた
の死によって助かるとしたら・・・。６月には、
待望の第10巻が発売予定です。（人気のある本は
予約が多く入るので、読んだら返却日前でも返し
てくれると助かります。）
・おわりに　一年間の最後にあなたの読んだ本の
「読書記録」を差し上げています（希望者）。いろ
んな本をたくさん読むのもいいし、大好きな本を
繰り返し大事に読むこともいいですね。本があな
たに幸せな時間を運んでくれるよう願っていま
す。
となっている。もちろん作成は司書が行い、司書教
諭と学校長が配布についての責任を負う。
実際、Ａ中学校のように、専任の司書が配置されて
学校が変化した利点は、いくつもあげられる。たとえ
ば、配架やデータベースへの登録（コンピュータ管理
のための入力）が格段に早くなったと言われる。それ
までは、夏休みなどの長期休暇に本をまとめて配架し
たという。
せっかく本を納入しても、図書館に並ぶのは夏休み
明けとなる。子どもたちへの要求にすばやく答えるこ
とができなかった。
短期的な成果としては、司書配置がなされた後子ど
も達の中に、「学校司書になりたい」という声が増え、
「どうしたらなれるのですか」という質問を多く受け
るという。その意味では、上のＡ中学校の図書館の活
性化はなされていると言えるのではないか。
また、調べ学習もコンピュータ室と図書館の２本立
てで行うことができなかった。担当の先生がコンピュ
ータ室にいれば、図書館には誰もいず、実際に開ける
ことができないからである。小学生がこんなことを調
べたいと司書に言えば、調べ方や載っている本を探す
手伝いまでしてくれる、子ども達の学習効率は非常に
高くなる。また、問題に対して、どのように資料を探
すか、能力も身につけることができる。
竜ヶ崎市では、専任司書の配置から１年が経過し、
どの学校においても
・貸出冊数が数倍に増えた
・図書館にたくさんの子どもが集まるようになった
・調べ学習がしやすくなった
等の成果が表れているといわれる。
19校すべての学校図書館にコンピュータが配置さ
れ、蔵書管理、貸出、返却等のＩＴ化が実現している。
しかし課題がないわけではない。たとえば、去年、司
書が入って図書館のデータベース化がなされたが、現
在でも学校間のネットワークがなされていない。要望
書であげられた、中央図書館を中心としたネットワー
クができていないのである。
学校では環境、歴史、食品等の蔵書があるが、調べ
学習のために、各学校の蔵書をトライアングルで回せ
ば、本の利用度が増える可能性がある。その意味で、
学校間や中央図書館とのネットワークはぜひ実現した
い。なぜなら、情報化が進むことにより、読みたい、
読む本の選択肢は増える。情報化が進む中で、子ども
が読む本を選択する経験は、さまざまな選択をする場
合の基礎的な訓練となる可能性がある。
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４．考察およびまとめ
今学習指導要領の目玉として挙げられる「総合的な
学習の時間」は、子ども達自らが課題を設定し、情報
を収集し解決する過程を通じて問題解決力を養うため
の時間と言える。
情報化社会では、自身が何を選択するか、その能力
の育成がもっとも重要となろう。選択しなければ、マ
スコミュニケーションによって支配され、自身の感性
やコミットメント（人生の矛先を選択して向けること）
というような「生きる力」が十分に育成されない可能
性すら考えられる。
では、学校図書館に専任の司書が配置されない行政
地区（市町村等の自治体では、どうすべきであろうか。
「約2／3の学校において基本蔵書数が満たされてい
なかった。また、図書室の位置は、校舎の2階以上、
階の端にあるところが多く見受けられた。子どもの読
書活動は、自身が言葉を学び、感性を磨き、表現力を
高め、創造力を豊かなものにし、人生をより深く生き
る力を身に付けていく上で欠くことのできないもので
あるので、基本蔵書数の充足と図書ボランティアや地
域・保護者の協力により児童・生徒が図書を活用しや
すい環境整備に努められたい」（7）とある。実際、子ど
も達が図書館を利用するのは、昼休みや自習の時間に
限られ、昼休み等は読書好きの一部にすぎず、活性化
の状態にあると言えない。
そのような学校には早急に、学校図書館に司書教諭
以外の司書の配置が望まれよう。もしそれが実現しな
かった場合、ボランティアを募り、その任を委託する
しかない。それは、学校経営の範囲で行われるもので
ある。しかし学校司書の配置となれば、予算の関係上、
教育委員会さらに市町村の行政が積極的に動かざるを
得ない。竜ヶ崎市の事例が、実践としてどのような教
育的価値を生み出すか、長い時間をかけて見守り、分
析する必要があろう。
以上の前提に立って上のＡ中学校の図書館のあり方
を吟味した場合、ボランティアが司書資格を持ってい
なくとも、学校全体の図書館教育に向けた企画をする
専門的にうらづけされた知識とスキルを持てば、その
役割を担える可能性がある。せめて、司書教諭が研修
の任にあたり、それらの知識とスキルの習得を図る必
要がある。
また、ボランティアについても学校司書に望ましい
人材として、子どもが好きな人、明るく前向きな人、
子どもに好かれる人、学校図書館の役割（資料・情報
センター・読書センター）を理解している人、子ども
の本を知っていて、読み聞かせができる人（特に小学
校の学校司書）、先生と連携でき、また図書委員会
（子どもたち）にかかわれる人等の要件が挙げられよ
う。付け加えて、負荷がかかり過ぎないように十分な
人材の確保も必要となる。
もっとも大切な人的要件としては、本を読む子ども
の心を理解し、本の世界を子どもたちと共有したい、
彼らの学びを深いものにしたいと願うことであり、そ
のための「指導」と「サービス」を結合することと言
われる（8）。その意味で、竜ヶ崎市の事例は、見本とし
て参考になるのではないか。
司書をアルバイトとして雇用する場合やボランティ
アとして確保する場合についても、司書教諭の位置付
けは図書館長とし、図書の購入、管理、司書業務を円
滑に行うための環境整備や図書館で起こりうる可能性
のある問題に積極的に関与する必要があろう。学校内
のこれらの人材配置も、学校経営上の重要な眼目とな
ることは言うまでもない。
また本稿に挙げた事例の竜ヶ崎市では、すべての学
校図書館にパソコンが配置され、すべての図書および
資料について、コンピュータ入力が済んでいる。問題
は、それらがオンライン化できない点にある。その理
由は、ライン化の設定とメンテナンスの予算にあると
言われる。
さらに、学校が休業日（夏休みや土日）に、学校図
書館が有効に機能できないかという地域の要望もある
と言われている。まず夏休みには、プールの開放日等
に図書館を開館する案もある。おそらく、全国の学校
図書館を探せば、休業日に図書館を開いている例は見
つかるのではないか。実現を考慮する意義が十分にあ
ると考えられる。この点についても、学校経営上の眼
目の１つである。
上に挙げた学校図書館間や中央図書館のオンライン
化や休業日の図書館の開館等は、現実にある課題であ
る。
現在、学校教育は内容の厳選と基礎・基本の徹底、
一人ひとりの個性、豊かな人間性とたくましい体、
「総合的な学習の時間」、完全学校週５日制の導入等の
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改革が進行中である。しかしながら、そのねらいが充
分に浸透しているとは言い難い。学校図書館の充実が
望まれる所以と言えまいか。
新しい課題に対しては、そのことを正面から受け止
められる新たな専門職員を想定することがあってよい
し、学校には教科を指導する教師だけでなく、もっと
いろいろな専門職員との協同を考えてもよい。近年の
スクール・カウンセラーの導入もその１つである（9）。
現行の学校図書館法が「教諭をもって充てる」司書
教諭を唯一の専門職員と想定していることから、教諭
専門と規程していることから、教諭の専門性をその基
礎に据える考え方が採られがちであるが、これまで述
べてきた学校図書館の教育へのかかわり方を重視すれ
ば、将来的には学校図書館の専門職員としての新たな
教育専門職種を構想し、必要に応じてその複数配置を
考えるのがもっともふさわしい（10）。その意味でも、本
研究の事例は、先駆的な意味を有すると考えられよう。
地方行政や学校が、意味を理解し、専門教諭の他に学
校図書館の専門職員を配置する試みが増えることが望
まれる。
他にも、さまざまな課題が見つけ、子どもたちの心
の教育や生涯発達に立った視点で論じる必要を感じざ
るを得ない。情報化が進む現在、学校図書館の果たす
役割は果てしない。今後、その充実が必要となる。
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